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アートがつなぐ育ちの場
～児童養護施設、こども食堂、ファミリーホームの交流ワークショップ～

作品作りを体験した子はやり方が分かってきて、人と作る楽しさや、ひとりではない実感を得てくれている
と感じます。様 な々ワークショップにより新しい発見や体験を得て「楽しかった」「またやりたい」など子ども
たちの声を聞きます。この経験はそれだけではなく貯金になると思うのです。「自分の意見をみんなが聞
いてくれた」「こんな役割を任せてもらえた」「あの時に出会った人にこう言ってもらえた」など、後で思い出
して心の支えにもなるでしょう。そして私のように、好きなことや得意なことを続けているちょっと変わった
大人がいると知ってもらえるのは、子どもたちにとって意味があるのではないかと思います。 ＊記録冊子より

  実施期間　 2018年9月～2021年3月
  参加施設・団体
児童養護施設    ベトレヘム学園・子供の家
こども食堂   　　 おひさまネットワーク
ファミリーホーム   ファミリーホームしろやま
  ワークショップ実施回数・参加人数
2018年度  　　　2回・年少～高校3年生15人
2019年度  　　　16回・年中～19歳41人
2020年度  　　　23回・年少～20歳30人
  アーティスト
棚川寛子(舞台音楽家)
新井英夫（体奏家・ダンスアーティスト）

  アシスタント
井上貴子（俳優）・加藤幸夫（俳優）・佐藤円（俳優）
板坂記代子（ダンサー）・はしむかいゆうき（演奏家）

  助成
（公財）東京都福祉保健財団「子供が輝く東京・応援事業」

2018～2020年度の3年間、清瀬市内の児童養護施設を拠点に、
こども食堂、ファミリーホームの子どもたちとのプロジェクトを実施してきました。
このプロジェクトでは、2つの新しいことにチャレンジしてきました。

　 多様な場にいる子どもたちとの活動
　 交流すること
3年間の活動をまとめた記録冊子と、座談会のコラムから一部を抜粋してご紹介します。
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棚川寛子　(舞台音楽家)

1 オリジナルの演劇作品を発表（前年度）。　2 つくった衣装を身に着けて即興的にシーンを創作。　3 オンラインも活用した交流ワークショップ。　4 最後はすべての子どもたちと共に歌って踊った発表会。
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児童養護施設の子はそこで暮らしてる、それを無かったことにはもちろんで
きなくて、そのことを地域や子どもが正しく理解していくための取り組みを
しなくちゃいけない。そのためには交流しかないと思うんですよね。実際に
交流する場面がないと、ずっと分からないままになっちゃうので。不自然だ
けれども交流っていう場は必要だし、それが、自然にできればベストですけ
れども、自然に任せてもそういう場っていうのはできていかないので、ある
程度意図した働きかけをしながら、且つ、子どもに負担がかからないように、
交流していくべきだなぁと、今お話を伺って思いました。 ＊座談会コラムより

（「おひさまネットワーク」と「子供の家」の子たちとの）交流については、うちは全員
女の子なので、ちょっとキャピキャピしててびっくりさせちゃったかなってい
う気持ちもあったんですけど。ギターを弾いてくれた「子供の家」の男の子
を、すごい羨望の眼差しで見ていたり、「私も弾けるようになりたい」って言っ
たり。そんなところは交流できていたなぁと思います。おひさまの子たちとも
少しだけ交流できて、「あの子はクラスの〇〇君に似てるなぁ」って言ってい
ました。うちの女の子たちも人見知りはするけれども、すごく閉じているって
訳ではなかったので、場所や時間のタイミングが合えば、すごくいい交流に
なっていたのかなっていう印象があります。 ＊座談会コラムより

芸術家と子どもたちウェブサイトにて公開中！

『アートがつなぐ育ちの場』 
左／座談会コラム
　　  2021年2月開催　　　
右／記録冊子
　　2021年3月発行

福本麻紀　(こども食堂「おひさまネットワーク」)

鈴木ひとみ　(ファミリーホーム「ファミリーホームしろやま」)
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　2020年度は1年間を通じて新型コロナウイルスと
向き合うことになりました。感染予防ガイドライン等
を作成したうえで、ひとつひとつの現場で具体的な
対策を関係者と話し合いました。子どもたちや関係
する大人たちが感染しない/させないことを念頭に
十分な対策を講ずる一方、子どもたちの学びや遊びを止めないこと、保障し
ていくことをいつも考えていました。心身の発達過程にある子どもにとっての
1年間は大人とは比べものにならないほど重要な時間になります。1年を超え
終息がいまだ見えない状況ですが、マスクをして身体的距離を取り続ける生
活が将来の彼らにどのような影響を与えるのか心配です。でも心配している
よりも、一つでも多くの現場で、一人でも多くの子どもたちに、アーティストとの
素敵な時間を過ごしてもらうことを目指しました。幸い、多くのアーティストた
ちはこの状況を悲観せず、いまだからこそできる楽しいワークショップを考え
実践してくれました。
　結果、1年間で計3,869人の子どもたちに、延べ432日間、プロの現代アー
ティストによるワークショップ等を実施しました。コロナの影響で残念ながら5
事業で計24日間、予定していたワークショップが中止になり、関係者に多大
なご迷惑をかけ、子どもたちに残念な思いをさせてしまいました。ただ全体と
しては予想より事業が実施できた印象です。学校等では大きな行事や宿泊行
事等を中止にした分、逆に私どもの事業に期待するところが大きく、この状況
下でアーティストが来てくれたことに対して感謝されたことも多くありました。
子どもたちのために、大人たちが知恵を出し合うこと、そして子どもたちのつ
ぶやきや要望によく耳を傾けること、を大事に考えています。アーティストや
学校教員、施設職員、保護者、技術スタッフ、資金援助団体・企業・財団・自
治体・国などの担当者の皆さま、そして個人で寄付をくださる皆さま、たくさん
の大人たちの協力により、コロナ禍でも子どもたちに寄り添った活動が実現
できます。今後ともご支援よろしくお願い致します。

特定非営利活動法人 芸術家と子どもたち代表　堤 康彦

代表挨拶



©羽鳥直志

「芸術家と子どもたち」は、家庭環境や障害の有無などに関わらずすべての子どもたちにアーティストとの出会いの場を提供し、
創造的活動を通して、自分と他者の良さ、違い、多様性を認め合い、豊かな関係をつくることを目指しています。



「芸術家と子どもたち」のスタッフは、代表の堤も含めた全員がコーディネーター。
ワークショップが子どもたちや学校・施設、アーティストにとってより豊かな体験となるよう、日々奔走しています。

ワークショップ終了後、アーティストと先生・職員とのふりかえりをします。
内容や子どもたちの様子はどうだったかなどを意見交換して今後につなげます。

準備物や段取りの確認やボランティアスタッフの手配をし、いよいよ当日。
先生や職員には子どもたちがより活き活きと活動できるよう率先して参加したり、
子どもたちへのフォローをしてもらえるように促します。
ワークショップ中はアーティストがスムーズに進行できるようサポートしたり、
ワークショップが子どもたちの内面にどんな影響を与えているのか読み取ります。

アーティストと学校や施設へ出向き、ワークショップの内容を相談します。
普段違う世界で働く両者の間に立ち、信頼関係構築の土台を作ります。

先生や職員からヒアリングした内容を考慮して最適なアーティストを選定します。
日頃からアーティストを発掘することも大切な仕事のひとつ。

ワークショップを行う担当の先生や職員と事前に面談。
どんなことをやりたいか、どんな子どもたちか、
先生や職員ご自身のこの取り組みに対する想いなどを丁寧にヒアリングします。



「芸術家と子どもたち」の活動の主軸となるのが
ASIAS（Artistʼs Studio In A School）。
小中学校や児童養護施設など、
子どもたちが日常を過ごす場に
表現とコミュニケーションのプロである
アーティストが訪れます。

ASIASに興味のある都内の公立小中学校・
児童養護施設などから
直接ご連絡をいただき、実施します。



公立小中学校でのASIAS

私たちが展開するのは一方向の講義や鑑賞型プログラムではなく、
コミュニケーションやプロセスを重視するワークショップ型授業。
アーティストと子どもたちや、子どもたち同士がたがいに刺激を受け
双方向の関係性を築きながら活動します。ワークショップでは、子ど
もたちは音の変化や他者との身体的な触れ合いなど五感を通じて
様々な刺激をインプットし、身体感覚を研ぎ澄ませていきます。その
結果としてアウトプット（表現）が生まれます。子どもたち一人ひとり
によって違う感覚や表現と向き合うことは、子どもたちが自分だけの
表現に気づいたり、自分とは違う友達の表現を認めることにもつな
がります。

©金子愛帆

©伊藤華織

美術館では子ども連れの家族を目にすることもありますが、日常
的にアートに触れる暮らしをしている家庭の割合は低く、子どもが
アートに出会う機会は家庭環境に大きく左右されます。親の興味
関心や経済状態によって、子どもたちの文化的格差が生じている
のが現状です。
「あらゆる子どもたちにアーティストと出会う機会を提供したい」
そんな思いから、子どもたちの日常生活の場である学校の授業へ
アーティストを派遣するASIASが始まりました。
当たり前だと思っていたことや友達とのいつもの関係にアーティスト
が介入すると、少し変化が生じるような体験。こういった大小さまざま
な化学反応が連続的に起こるのがASIASのワークショップです。



特別支援学級や特別支援学校でのASIAS
アーティストと一緒に特別支援学級や特別支援学校、障害児入所施設など障害のある子どもたちがいる場所に出向いて活動しています。
担当教員・職員の方と意思疎通を図り、活動方針・方法を共有しながら数日のワークショップを実施する取り組みです。

障害のある子どもたちは、その特性ゆえに、独時の身体感覚を有している
ことがあります。細部にこだわる子どもが繊細で素晴らしい絵を描いたり、
聴覚過敏の子どもが通常聞こえない周波数の音で身体をゆらすなど、そ
の感覚が特異な才能として発揮されることがあります。
ASIASでは、障害の有無に関わらず彼らがいま何を感じ取っているのかを
丁寧に読み解くことを目指します。

彼らと活動することで他の子どもたちも新しい感覚と出会い、新しい表現
が生まれていきます。「マイノリティ」として分断され、周囲と馴染めず生き
づらさを感じがちな障害のある子どもたちですが、彼らの考え方や行動に
ふれ、子ども一人ひとりが他者との違いを認め合い、そこから一緒に何か
を生み出す場をつくっていきます。

心も身体も解放したり…。

いろいろな楽器に出会い、
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児童養護施設でのASIAS
児童養護施設で暮らす子どもたちには、施設だけでは抱えきれないほど様々
な課題があります。約6割が虐待を受けた経験があり、その人数は年々増加※。
また、何らかの障害がある入所児童の割合も増加しています。彼らは一般的な
家庭で暮らす子どもたちに比べて大人との関わりが希薄で自分一人では心
の安定を図れず、自己表現できず、SOSを出せない場合もあります。私たちは、
アートを通じて様々な課題にアプローチするべく、経験と実績が豊富なアーテ
ィストを派遣し施設と連携しながらワークショップを実施しています。
※厚生労働省子ども家庭局家庭福祉課『社会的養育の推進に向けて』 （平成29年12月） より
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「芸術家と子どもたち」が、公益財団法人東
京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京と
実施しているプロジェクトです。ダンスや演
劇、音楽などの分野で活躍するプロの現代
アーティストを、都内の学校・ホール・児童養
護施設などに派遣。
10日間程度のワークショップを行い、子ども
たちが主役のオリジナルの舞台作品をつく
り上げます。最終日に発表公演を行い、多く
の方々にワークショップの成果を発信してい
ます。



©わたなべもも

©古川智史©古川智史

子育て中の親子・家族がいっしょに楽しめるあ
そびのスペース。「芸術家と子どもたち」が、豊
島区文化デザイン課と一緒に運営しています。
ダンス、音楽、演劇、絵本など、さまざまなジャ
ンルのアーティストによる、0歳から小学生くら
いまで※の子どもとその家族を対象にしたワー
クショップを開催。小さいお子さんと一緒に、
ゆったりアートを楽しみながら参加者同士で
交流できる地域の交流拠点です。ぞうしがや
こどもステーションのプログラムは豊島区内の
区民ひろばでも出張開催しています。
※子どもの対象年齢はプログラムにより異なります。

東京都豊島区雑司が谷3-1-7
千登世橋教育文化センターB1F

東京メトロ副都心線「雑司が谷」駅
2番出口直結
東京さくらトラム（都電荒川線）

「鬼子母神前」駅 徒歩2分
JR山手線「目白」駅 徒歩15分
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2020年度総合計

計5事業24日（外数）

計7校園（幼稚園3園、小学校4校）　実施日数延べ24日

2020年度活動実績データ

計14校（小学校11校、中学校3校）　実施日数延べ124日
計2施設（児童養護施設等）　実施日数延べ8日

3,869 432

3,451 96 365

4・5歳児 / 2クラス
4・5歳児 / 2クラス
4・5歳児 / 2クラス

2年生 / 2クラス
3年生 / 2クラス
5年生 / 2クラス
特別支援 / 固定級

3年生 / 2クラス
4年生 / 2クラス
特別支援 / 固定級

国語
総合的な学習の時間
総合的な学習の時間

国語
図工
音楽
音楽

2005年度より豊島区教育委員会と協働で区立の幼稚園、小・中学校でASIASを実施しています。

2008年度より公益財団法人東京都歴史文化財団との共同主催事業として都内公立小・中学校（特別支援学級含む）、特別支援学校、児童養護施設等でASIASを実施。
オリジナルの舞台作品を創作し、最終日に成果発表公演を開催します。
※詳細は15ページに記載



2011年度より文部科学省・文化庁や教育委員会と協働で、都内公立小・中学校（特別支援学級含む）でASIASを実施しています。
計19校（小学校14校、中学校5校）　実施日数延べ107日

計5校（小学校5校）　実施日数延べ10日

※新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う中止－2校 計4日（外数）

※新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う中止－1校 計3日（外数）
2000年度より当事務局へ直接お申込みいただいた主に公立小・中学校で、企業・財団・個人などの支援を受けてASIASを実施しています。

2007年度より横浜市芸術文化教育プラットフォームと協働で、横浜市立の小学校でASIASを実施しています。
小学校1校　実施日数3日



計20園（公立保育園9園・私立/公設民営保育園11園）　実施日数延べ20日

計5校（小学校4校・特別支援学校1校）　実施日数延べ7日
2020年度より東京都オリンピック・パラリンピック教育コーディネート事務局を通じて、都内公立小学校、特別支援学校でASIASを実施しています。

2007～2019年度は豊島区文化商工部文化デザイン課と協働、2020年度からは豊島区子ども家庭部保育課と協働で、豊島区内の保育園などでASIASを実施しています。



計13園（公立保育園5園・公立幼稚園3園・私立保育園/保育室5園）　実施日数延べ14日

計10施設・箇所　実施日数延べ49日
2013年度より当事務局へ直接お申込みいただいた児童養護施設等で、国・企業・財団・個人などの支援を受けてASIASを実施しています。

2008～2012年度は港区地域振興課と協働、2013年度、2016年度からは公益財団法人港区スポーツふれあい文化健康財団と協働で、港区内の保育園・幼稚園などでASIASを
実施しています。



2020年度 実施一覧
760 2077 158

学校　14校（小学校11校、中学校3校）　実施日数延べ124日
ホール　5ホール　実施日数延べ26日
児童養護施設等　2施設　実施日数延べ8日

※新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う中止 - 2ホール　計17日（外数）

 

 

観覧者数（人）



2020年度 実施一覧

2020年度 実施一覧

計2日間　親子41組　107人参加（大人52人・子ども55人）

計39日間　   親子245組　623人参加（大人297人・子ども326人）
令和2年6月13日（土）～令和3年3月21日（日）

※新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う中止 - うた1日、えほんの会1日（外数）
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※財務諸表の作成は、NPO法人会計基準（2010年7月20日 2017年12月12日
　最終改正 NPO法人会計基準協議会）によっています。
※有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却をしています。
※消費税等の会計処理は、税込方式によっています。



2020



©金子愛帆

発行日 ： 2021年6月
編集・デザイン ： 保手濱歌織
表紙写真撮影 ： 羽鳥直志
※無断転載 ・ 複製を禁ず


